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（民法）

第1問

　2008年3月1日、ＸとＹは、Ｙが所有する土地甲及び地上建物乙を、代金1億円（内訳は、甲が7,000万円、乙が3,000万円とされている）でＸに対して売却する旨の契約を締結した（以下、「本件売買契約」と言う）。本件売買契約では、同年4月1日に、甲及び乙の引渡し、両者の所有権移転登記、売買代金の支払いを行うことが定められていたところ、これらは約定通りに履行された。

　その後、2008年7月になり、Ｘの子供が学校でいじめられるという事態が生じた。そこで、Ｘがいじめの原因を調べたところ、その過程で次のような事実が明らかとなった（なお、Ｘが下記の諸事実を知るに至ったのは2008年8月である）。① Ｙの前主であるＡは、2005年4月から甲及び乙をＢに対して賃貸していた（「事実①」とする）。② 2007年4月頃、借金苦の状態にあったＢがその家族とともに乙内で自殺を図り、死亡した（「事実②」とする）。③ Ａは、乙の内装工事を行った上で、甲及び乙を売却する旨の広告を2007年8月に出したが、買い手がつかなかった（「事実③」とする）。④ Ａは、甲及び乙を何とかして処分したかったので、同年10月、甲及び乙の売却代金を5,000万円（内訳は、甲が4,000万円、乙が1,000万円とされている）に値下げする旨の広告を改めて出したところ、Ｙが購入を希望した（「事実④」とする）。⑤ Ｙは個人で不動産業を営んでおり、甲及び乙を第三者に転売することを目的として購入を希望した（「事実⑤」とする）。⑥ Ｙの購入希望を受けてＡとＹが交渉を行った結果、2008年1月に、ＡとＹの間で甲及び乙の売買契約（売買代金は5,000万円とされている）が締結された（「事実⑥」とする）。

　Ｘは、自己の子供がいじめにあっている原因が事実②にあることを知り、子供が通っている学校の校区外に新たに不動産を購入して転居することにしたが、しばらくの間、適当な不動産を見つけることができなかった。その後、2009年10月になり、自己の希望に合致する不動産を見つけたＸは、本件売買契約を解消した上で、本件売買契約に基づいて支払った代金1億円が不当利得にあたることを理由に、Ｙに対してその返還を請求することにした。この場合、Ｘはどのような法律構成に基づいて返還請求をすることができるか。考えられる法律構成を複数あげ、それぞれについてＸの主張が認められるか否かを検討しなさい。なお、Ｘの主張の認否が事実①～⑥または本問におけるその余の事実から明らかとならない場合には、他にどのような事実が存在すればＸの主張が認められることになるかを具体的に示して論述すること。

（配点：50点）
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第2問


　「表見代理」と「代理権濫用」につき、それぞれ適切な具体例をひとつずつ出して、その内容を説明しなさい。また、それぞれの条文上の根拠と、理論的な意義について説明しなさい。

（配点：50点）
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